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2024年12月25日【文教はぐくみ委】文化市

民局／理事者報告「京都市男女共同参画センタ

ー・ウィングス京都の今後の方針（案）につい

て」 

 

＊京都市の説明 

（→工藤・共生社会推進室長）京都市男女共同参

画センターは、京都市の男女共同参画の推進拠点

として、併設する京都市中央青少年活動センター

とともに市民の皆様にご利用いただいておりま

す。一方、開館から約 30年が経過し、社会環境

が大きく変化するなか、市民ニーズが多様化して

おり、さらなる男女共同参画の取組の推進を図る

ためには、これからの時代を見据え、魅力ある施

設を目指していく必要がございます。今回、令和

4年度に実施しましたサウンディング型市場調査

の結果等も踏まえ、以下の通りウィングス京都の

今後の方針（案）をお示しし、取組を進めてまい

りますのでご報告いたします。 

1、ウィングス京都を取り巻く環境でございま

す。（１）ウィングス京都は、男女共同参画に関

する講座や相談事業の実施、図書情報室をはじめ

とする男女共同参画に関する様々な政策の取組の

情報収集や提供、女性グループや団体等の自主的

活動の場の提供などの機能を有しており、多くの

市民にご利用いただいております。（２）平成 6

年の設置から約30年が経過し、人口減少や少子

高齢化、人生百年時代の到来、デジタル化の進

展、コロナ禍における女性の貧困問題など、社会

環境は大きく変化し、市民ニーズも多様化してき

ている状況でございます。 

2、施設の利用状況等でございます。（１）来館

者数につきましては、下表の通り、コロナ禍にお

いて来館者数が一時減少したものの、令和5年度

には約34万人もの来館者があり、徐々に回復し

つつある状況でございます。（２）利用者層につ

きましては下表の通り、年齢層は40代以上が全

体の約80.4%を占めており、若年層の利用が少

ない状況でございます。立地の良さや中央青少年

活動センターを併設している環境が生かしきれて

いない現状がございます。2ページをご覧くださ

い。（３）貸館施設の日数、稼働率につきまして

は、下表の通り7割～8割程度となっているもの

の、施設ごとに差が生じており、稼働率が低調な

貸館施設もある状況でございます。 

3、サウンディング型市場調査の結果でござい

ます。（１）提案募集期間につきましては、令和

4年 6月 10日～9月 30日までとなっておりま

す。（２）調査対象エリア、（３）サウンディング

項目につきましては、記載の通りでございます。

（４）調査の結果概要でございます。不動産業、

コンサルタント業、サービス業や建設業の民間事

業者 6社から、事務所、社会福祉施設、飲食や物

販等の施設にかかる提案がございました。箱書き

の中に主な提案内容と提案概要を記載しておりま

す。主な提案内容としましては、カフェやレスト

ランなどの飲食スペース、物販、レンタルオフィ

ス、コワーキングスペース、社会福祉施設などが

ございました。提案概要につきましては、女性の

社会進出を応援できるような仕組みづくりに関す

ること、ベンチャー企業やスタートアップ事業を

考えている方向けのアプローチなど企業誘致に関

すること、子どもも楽しめる空間作りなど多世代

交流に関すること、公園での子ども向け集客イベ

ントやマルシェの実施など公園との関連に関する

こと、などの提案をいただきました。3ページを

ご覧ください。 

4、サウンディング型市場調査後の検討状況で

ございます。（１）民間事業者の提案を踏まえま

して、賑わい創出のためのスペースや、これまで

利用の少なかった世代へのアプローチにつながる

親子が集える空間などの具体化について、引き続

き事業者と意見を交わしながら本市において検証

を継続してまいりました。（２）また、施設の稼

働状況、施設の老朽化への対応や、ウィングス京

都の効率的かつ効果的な事業運営につながるレイ

アウトのあり方についても継続して検討を行い、

（３）ウィングス京都の周辺の関係施設や周辺地

域との交流機会の創出についても検討を重ねて参

りました。 
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5、利用者ニーズの状況についてでございま

す。利用者ニーズを把握するため、令和 6年 8

月 6日～9月 30日にかけて、ウィングス京都を

ご利用いただいている方々に（３）のアンケート

項目に基づきアンケートを実施いたしました。

（４）主な回答内容でございます。魅力を感じて

いる点として「立地が良く利便性が良い」という

回答が最も多く、ウィングス京都の優れた立地環

境が 1つのポイントとなっております。また、ど

のような施設機能があったらいいかとの問いに対

しては、「カフェなどの飲食スペース」や「市民

のためのフリースペースの設置」について多くご

回答をいただきました。最後に、多くの方に利用

してもらうためにはどういった取組や機能が必要

かという問いに対しては「誰でも気軽に利用でき

るレストランやカフェの充実」「トイレの洋式化

や自動水洗などのトイレの充実」「集客につがる

ようなイベントの実施」といったご意見をいだい

たところでございます。これらの結果を参考に、

施設の機能や施設運営の充実に努めてまいりたい

と考えております。 

 

6、京都市男女共同参画市民識調査の結果でご

ざいます。こちらは、本市における男女共同参画

に関する市民の意識や日常生活の状況等を把握

し、本市が取り組む課題と今後の施策の方向性を

明らかにすることを目的に、令和6年 10月 18

日～11月 6日にかけて 18歳以上の市民の方を

対象に実施いたしました。なお、アンケート項目

につきましては、ウィングス京都に関する項目を

抜粋して記載しております。（３）アンケート項

目及び回答でございますが、あなたはこれまでウ

ィングス京都を利用したことがありますかという

問いに対しては「知っているが利用したことはな

い」という方が30.6%、「知らない」という方が

59.1%という結果になりました。あなたがウィン

グス京都を利用されない理由は何ですかという問

いに対しては「利用目的がない」という方が

69.5%、「利用する機会がない」という方が

40.3%という結果となっております。結果とい

たしましては、ウィングス京都の認知度は高いと

は言えず、市民にとって身近な施設となっていな

い現状があるものと認識しております。続いて 4

ページをご覧ください。 

7、今後の方針案でございます。サウンディン

グ型市場調査の結果等も踏まえ以下の通り検討し

てまいりたいと考えております。（１）男女共同

参画社会をより一層推進していくためには、ウィ

ングス京都の優れた機能を維持しつつ、中央青少

年活動センターを併設していることも生かして若

い世代を含む多くの方々に施設を知っていただ

き、多様な方々に施設を活用いただくことが重要

であると考えており、前例に捉われない民間事業

者の自由な発想やノウハウ等を積極的に取り入

れ、多くの方々が集える施設を目指してまいりま

す。（２）ウィングス京都のより効率的効果的な

運営を目指して施設のレイアウトを見直すこと

で、より多様な方々の交流を生み出し賑わいを創

出するとともに、男女共同参画や女性活躍に資す

る機能の充実を図ってまいります。（３）中央青

少年活動センターや、様々なノウハウを有する民

間事業者と連携し、施設の活性化を図ることによ

り男女共同参画社会の実現のための取組をさらに

推進してまいります。（４）ウィングス京都と周

辺の関係施設や周辺地域との交流を促進すること

で多様な世代が集える場を創出してまいります。 

最後に８、今後のスケジュール案でございま

す。令和 7年 2月市会に、ウィングス京都にか

かる関係予算を提案させていただき、令和7年度

中に民間事業者をプロポーザル方式により公募

し、選定してまいりたいと考えております。京都

市男女共同参画センターについて、これまで以上

に多くの方に利用していただき、賑わいのある施

設にしていくとともに、さらなる男女共同参画社

会の実現に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。私からの説明は以上でございます。 

 

＊議員による質問 

◆津田委員（自民）私から何点か質問させていた

だきたいと思います。このウィングス京都は、先
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ほども説明ありましたけども開館から30年を経

過してるというふうに思います。で、これ、もう

ご存知の方少なくなったか、元々は中京区役所で

ございまして、改めてね、もう 40年ぐらい前で

すかね、中京区役所が移ったのは。まあいろんな

経過があってこのウィングス京都になったと思う

んですけども、どういった経過で開館に至ったの

かお聞きをしておきたいというふうに思います。

また、その中で、どういった役割を果たしてきた

か、どのような成果をあげてこられたか、お聞か

せいただけますでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、ウィングス

京都の設立の経過等についてでございます。ウィ

ングス京都は、女性の自立と広範な社会参加を総

合的に支援するため、平成 6年に設置したところ

でございます。 

この間、国におきましては、平成11年に男女

共同参画基本法、平成 27年には女性活躍推進法

が制定されまして、女性の社会進出が進展する

中、ウィングス京都は本市の男女共同参画計画を

推進する中核機関として、重要な役割を果たして

きたところでございます。具体的な事業といたし

ましては、男女共同参画などの基礎講座を始め女

性活躍推進セミナー、男性の家事育児参画講座な

ど、多くの講座やセミナーを開催しておりまし

て、年間 2400人を超える方に受講いただいてお

ります。 

その中でですね、女性の有業率であったり、男

性の育休取得率は着実に増加しているという状況

でございます。特に京都市に至りましては令和 2

年度、育児休業取得率が36.7%であったもの

が、令和 5年度には 88.2%と大きく増加してお

ります。また、女性の日常生活の悩み事やDVに

関する相談の対応はもとより、男性相談の窓口の

設置、啓発冊子などによる情報発信、活動の場の

提供など、男女共同参画施策の推進に大きく寄与

してきたものと考えております。以上でございま

す。 

 

◆津田委員（自民）分かりました。今、男女共同

参画の推進する中核機関としてというふうなお話

でございました。特に男性の育児取得率、これは

私 20年以上前に代表質問した時に、確か0.3%

だったというふうに記憶しておりますが、それは

80%を超えるということでございますので、す

ごく充実したのかなというふうに思っておりま

す。ただ、この事業運営は行うにあたりね、いろ

んな課題もあったというふうに思います。今の報

告においても、この施設がですね、あまり認知を

されていないと、あるいは利用者層にもかなり隔

たりがあるという説明があったというふうに思い

ます。施設自体はもう 30年ということもあって

老朽化が進んでいるということだと思います。今

回、ウィングス京都の新たな方針が示されたんで

すが、どういった点を課題として認識されておら

れて、どういった検討を進めてこられたのか、ま

た、この課題を踏まえてどういう取組をされるの

か、お聞かせいただけますでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、津田議員ご

指摘の通り、築30年と、長年施設を運営してき

ておりますが、施設の認知度が広がっていないこ

と、施設の老朽化も進んでおりまして、その点に

つきましては課題ということで認識しておりま

す。さらに利用者層につきましても、年齢層に偏

りがあることなど、幅広い年齢層にご利用いただ

けておらず、会議室利用やスポーツ関連施設等の

利用者が固定化しているというようなお話もお伺

いしております。 

また、報告にもあります通り、令和 6年度に行

いました市民意識調査におきましては、まだまだ

認知度も低く、気軽に立ち寄る施設にはなってい

ないと、そういった現状を改めて感じたところで

ございます。申し上げたような課題認識の下でで

すね、ウィングス京都の持つ優れた機能を維持

し、中央青少年活動センターを併設するメリット

も生かしながら、さらには民間事業者の優れたア

イデア等も積極的に取り入れ、施設の賑わいを創

出することで、若年世代も含めですね、多くの
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方々にとってですね、身近な施設になるように取

り組む必要があると考えております。 

合わせて施設の老朽化の問題もございます。こ

れにつきましては、現在ご利用者の方に少しちょ

っとご迷惑をおかけしておりますが、1階の天井

の耐震改修であるとか、外壁の改修工事などにも

取り組んでございます。また、アンケートにもあ

りました通り、トイレの充実といったようなご指

摘もありますので、そういった設備面に対するご

意見もですね、しっかりと認識しながらですね、

取組を進めてまいりたいと考えております。 

 

◆津田委員（自民）分かりました。ま、正直ね、

この立地条件でね、認知度が低いというのは、非

常に残念なことですし、この老朽化についての課

題っていうのは、本当にしっかりと取り組んでい

っていただきたいなというふうに思っておりま

す。ここでね、改めてウィングス京都はですね、

「行財政改革計画」においても「見直し」という

対象になっていたというふうに思いますが、その

点についてはその後どういう検討経過になってる

のかを聞かせていただけますか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、「行財政改

革計画」策定以降の検討経過でございます。ウィ

ングス京都につきましては、今、議員ご指摘の通

り、令和 3年 8月策定の「行財政改革計画」に

おきまして、「民間移管・存廃や、必要な機能に

応じた施設のあり方を検討すべき施設」として位

置付けまして、令和4年 3月の「持続可能な施

設運営に向けた保有量の最適化方針」の中で、施

設の魅力向上につながるような有効活用の可能性

も含め施設のあり方を検討してきたところでござ

います。 

その後、サウンディング型調査であるとか、利

用者アンケート、市民意識調査なども実施しまし

て、多様な視点に基づき検討を継続いたしまし

て、本年 9月には「行財政改革計画の総括」を経

て、今回「ウィングス京都の今後の方針（案）」

の提示に至ったところでございます。 

ウィングス京都につきましては、その優れた機

能を生かしながら、若者世代も含めより多くの

方々に利用いただける公共施設として、民間活力

も導入しながら、男女共同参画や女性活躍に資す

る機能のさらなる充実を図ってまいりたいと考え

ております。以上でございます。 

 

◆津田委員（自民）今、賑わいも創出しと話もあ

ったと思いますが、多くの方が新たな施設を目指

すということで、民間事業者のノウハウを活用す

るということでしたけれども、それでは今までの

そのウィングス京都、あるいはこの青少年活動セ

ンターの機能はどういうふうになっていくのかと

いうことがあると思います。また、施設のレイア

ウトも見直すという説明があったと思いますが、

そのことによってこの施設本来の機能が縮小して

しまっては意味がないんではないかというふうに

思います。またただ一方でね、今のお話、民間が

参入するということであれば企業としての採算性

も考えなければならないと思いますし、そういっ

た整合性についてはどういうふうに考えておられ

るのか。男女共同参画の推進や青少年の健全育成

のための施策の推進につながる事業が望ましいと

いうふうに思いますけれども、この辺どういうふ

うにお考えなのかお聞かせください。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、民間事業者

の活用と施設機能の両立についてでございます。

ご指摘いただきました通り、ウィングス京都や中

央青少年活動センターの本来機能を維持して向上

させていくということは最も重要であると認識し

ております。その中でですね、令和 4年に実施し

ましたサウンディング型調査の対象となりました

1階及び 2階の一部を中心に、施設のレイアウト

や事業の方向性について検討していきたいという

ふうに考えております。検討を進めるにあたって

は、ウィングス京都のより効率的効果的な運営に

向けた視点であるとか、現状貸館機能と昨今の市

民ニーズに関する視点、多様な方々が交流し施設

全体の賑わいの創出に向けた視点や男女共同参画
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にする機能の充実に関する視点、こういったもの

を中心にですね、検討を進めてまいりたいと考え

ております。 

その中で令和 7年度中にプロポーザルを実施し

まして、民間事業者から様々なアイデアやノウハ

ウを募集しまして、事業者をですね、選定するこ

とで、それぞれの機能をですね、しっかり連携基

盤を整えまして、けっして営利目的ではなく市民

の皆様の新たな交流拠点としての役割を発揮でき

るようにしていきたいと考えております。 

 

◆津田委員（自民）分かりました。まだね、細か

いことというのはこれからということだろうとい

うふうに思いますし、その細かいことの質問して

も仕方がないかなというふうには思うんですけれ

ども、今も言っていただきましたように、このプ

ロポーザルにかかるね、募集のこの要綱の策定等

にあたってはですね、しっかりと今の言われた視

点に基づいて、機能のさらなる充実につながるよ

うにお願いをしときたいと思います。で、この施

設機能の充実と合わせて、このウィングス京都と

その周辺施設等の交流促進についてということで

ふれられてるというふうに思いますが、これは一

体どういうふうな取組か教えていただけますか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、ウィングス

京都と周辺施設との関係でございます。ウィング

ス京都におきましては、ご承知の通り、御射山公

園であったり、高倉小学校を隣接しております

が、これまでですね、所管する建設局であるとか

教育委員会との連携を含めて、このような優れた

立地を生かした取組がですね、十分に行えていな

かったというふうに考えております。今後、民間

活力の導入を契機といたしまして、ウィングスは

もとより、周辺の公共施設ともつながる新たなエ

リア、公共空間作りに貢献してまいりたいという

ふうに考えております。 

 

◆津田委員（自民）分かりました。御射山公園と

かあるいは高倉小学校、建設局が教育委員会が所

管されてますけども、こういった連携っていうの

は新しい発想であって、大変良いというふうに思

いますけれども、一方で、それを進めるにあたっ

ては、やっぱり地域のね、皆さんの声っていうの

か、そういうのをしっかりと取り入れていただい

て、地域も協力していただくような、そういう丁

寧な対応していただきたいというふうに思います

し、また、このウィングス京都の周辺には今おっ

しゃった公園とか学校もありますけれども、民間

の錦市場とかですね、大丸の京都店もございます

し、また、いろんな商業施設ございます。また少

し離れますけれども漫画ミュージアムとか、京都

芸術センターなど、そういったものも点在をして

るということでございますので、こういったこの

公園とか学校、またその周辺施設ともしっかり連

携してですね、ここ拠点にして地域が活性化する

ように取り組んでいただきたいと思いますが、何

かお考えを聞かせいただけたらと思います。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、ウィングス

京都と周辺商業施設等との連携でございます。新

たな取組を進める上でですね、地域住民の理解と

協力ということはですね、けっして欠かすことが

できないものと考えております。それらのことを

ですね、しっかり念頭に置きながら取組を進めて

まいりたいと思います。また、津田議員ご指摘の

通り、ウィングス京都の周辺にはですね、様々な

商業施設、そして公共施設が存在しております。

御射山公園や高倉小学校との連携をですね、きっ

かけとしまして、地域住民の皆様の理解も得なが

らですね、将来的には周辺の商業施設とも連携を

深め、エリア全体の活性化につなげてまいりたい

というふうに考えております。以上でございま

す。 

 

◆津田委員（自民）本当にですね、先ほど最初に

も冒頭にも申し上げましたように、こんなに立地

のいい場所ってのは他になかなかないんじゃない

かなというふうに思いますし、そしてせっかくの

ね、いい施設があっても、ご利用者が偏っていた
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りとかですね、いろんな方がご存知ないというの

は非常に残念なことだというふうに思います。も

う少しね、気軽に入りやすいような雰囲気整えて

いただいたり、皆さんがですね、ここにあって本

当に良かったなというふうになるような、核とな

るような施策を進めていただくよう求めて終わり

ます。 

 

（→山本・文化市民局長）いま津田議員のほうか

らもご紹介がございました通り、このウィングス

京都、設立の時からですね、非常にご利用もいた

だきまして、男女共同参画の中で特に最初のほう

は女性のお困り事の相談であったりとか、女性の

活躍、こういった視点で使っていただいてたんで

すけども、男女共同参画という意味では男性の困

り事、そして男性の活躍についてもぜひお使いを

いただきたいというふうに思いますし、また、青

少年活動センターがせっかくあるということで若

い方々でどこに相談していいか分からないという

ような方々についても気軽にご利用いただきたい

というふうに思っております。そういう意味でも

ご指摘いただきました、こんなに利便性のいい場

所にあるというのに知られていない、もしくは知

ってるけれどもなかなか入りづらいというような

ご意見なのかなというふうにも思っておりますの

で、公園や小学校もあるというこういった利便性

も含めてですね、誰もが気軽に利用していただけ

る、そういったことを民間の力もお借りしながら

進めてまいりたいというふうに思っております。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◆江村委員（維新・京都・国民）私からも何点か

質疑をさせていただきたいと思います。まず今回

の報告にあたって、調査された内容もご報告があ

りましたけれども、利用者層のところですね、

10代からこう 70代というふうに分けてみた時

に、どうしても40代から70代のところが全体

の 8割を占めていると。で、10代から30代の

ところが非常に少ないということで、ここはここ

で解決していくべき課題だと思います。で、一方

で、ここに載ってないんですけれども、性別に関

しては今回取られたのか。これについて確認させ

てください。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、性別につい

ても確認させていただいたところでございます。 

 

◆江村委員（維新・京都・国民）はい、それでは

今後の参考に資料でいただきたいと思います。

で、取った上でですね、資料もいただきたいんで

すけれども、その利用者の状況としては、だいた

い男女比どのぐらいでしたでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、あのすいま

せん、ちょっと今正確な数字をがあれなんです

が、やはり女性のほうがかなり割合としては大き

い状況ということで、また資料のほうでお示しさ

せていただきたいと思います。 

 

◆江村委員（維新・京都・国民）はい、私ももう

時折ウィングス京都さんのほうで伺わしていただ

いて、その施設の利用状況を拝見させていただき

ますと、非常に女性をお見かけすることが多いの

で、私もやっぱり肌感覚として非常に女性利用者

が多いのだろうなという認識をしていたところで

す。その上で、今回4ページ目のところで「今後

の方針」というところで書かれているとこを見ま

すと、（２）のところで「男女共同参画や女性活

躍に資する機能を充実を図っていく」と書かれて

まして、先ほど局長答弁の時に「男性の居場所」

という意味でもおっしゃいましたけれども、ここ

はあえて今後の方針のところの（２）で特に「女

性活躍に資する機能の充実」と書かれたのは何で

なのか、これについても教えてください。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、昨日の充実

でございますけど、そもそもウィングス京都につ

きましては、男女共同参画の拠点、女性活躍を推

進する拠点ということでございますので、そこの

まず基本方針のところは決して忘れることなく、
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そこを推進していくことがやはり必要だというこ

とで、改めて記入をさせていただいてるというと

ころでございます。 

 

◆江村委員（維新・京都・国民）男女共同参画と

するならば、やっぱりこう女性だけじゃなくて男

性の利用っというのも同じぐらいあるような状況

っていうのが望ましいというところが大前提とし

て感じるところで、で、実際今、こう利用状況を

確認されると、女性の利用が非常に多いというこ

とが分かっている中で、この男性の利用者を結び

つけていくためには、今回の振り返りをしてどの

ように考えておられるでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、まず男性の

利用と合わせまして、中央青少年活動センターも

ございますので、そういった若年層の取り込みと

いうことも重要になってくるかというふうに思っ

ております。先ほど局長の答弁にもありました通

り、ウィングス京都ではですね、困り事を抱えた

男性の悩み事相談ということも行っております。

その中でですね、新たな傾向として、今までは

DVに関しては女性が受けるというようなことも

ありました、受けること相談が多かったんですけ

ども、反対に男性側からもですね、自らがDV受

ける、もしくは家庭の中で片身の狭い思いをして

いるというようなところもございますので、それ

と合わせてですね、市民意識調査の中でも割と若

年の男性の方が、昨今の女性活躍の推進を、あま

りにというか、その推進を高々に言うがために、

少し男性のほうも結構困り事あるんだよっていう

ような自由意見もいただいてるところです。そう

いった意見をですね、参考にしながら、第6次の

計画であったり、ウィングスの運営の中でです

ね、反映させていきたいというふうに思っており

ます。 

 

◆江村委員（維新・京都・国民）はい、今ご紹介

いただきました、その辺りはぜひ力を入れていた

だきたいなというふうに思います。で、合わせて

ですね、ちょっと今回私が特に気になりますの

が、男性の定年退職後の居場所です。やはりいろ

んな地元に帰って接していただいて、退職後のシ

ニア世代の方々と接すると、女性は皆さんでスポ

ーツするような施設に行ったりとか、喫茶店に行

ったりとか、いろんな交流を図られている一方

で、男性がもちろん、交流の場所に出られている

男性もおられないわけではないんですけれども、

女性と比べて毎日散歩してるっていう方がなんか

すごく多くお見かけする印象があるんです。で、

どうも他の自治体の取組も拝見しておりますと、

男女共に参加可能な講座にするとどうしても女性

に偏りがちで、男性が行きにくいと、参加しにく

いという状況があるからこそ、男性の居場所作り

という側面でも力を入れて、男性を対象にしたパ

ン教室であったりとか、そば打ちであったりと

か、グリークラブとか、そういったものの居場

所、あえて行政が手を差し伸べることで居場所作

りをしていると、そういった機能というのも今回

そのウィングス京都さん、男女共同参画センター

の方向性について改めて見直しをされるのであれ

ば、ぜひともご考慮いただきたいなというふうに

思いまして、この辺りについてのお考えはいかが

でしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、様々な居場

所の創出ということですが、常に市長も申し上げ

ます通り、全ての人に出番と居場所を設けるとい

うことでございます。これに関しましては、一局

での取組というわけではなくですね、他局も含め

てですね、しっかりと取り組んでいくべき課題だ

というふうに思っております。で、今回ウィング

ス京都におきましては、施設の内部の改修と言い

ましょうか、賑わい創出だけでなくですね、周辺

の公共施設、学校であったり公園であったりの連

携を総体、エリアとして盛り上げていこうという

取組を考えております。これもちろん構想段階と

いうことはございますけども、その中で例えばで

すね、公園の中にですね、憩いの場と言いましょ

うか、集いの場を仕掛けを作ったりしてですね、
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地域の方々であるとか通りがかりの方にですね、

寄っていただいてですね、寛いでいただくという

ようなですね、これちょっとまだあの今後の構想

にはなろうかと思いますけも、施設単体だけでは

なかなか難しいと思いますので、エリアとしてど

ういう居場所を構築していくか、そういったとこ

ろをですね、検討していきたいというふうに思っ

ております。 

 

◆江村委員（維新・京都・国民）はい、ちょうど

答弁で施設の単体だけではない、大きな構想で考

えていきたいということをお話いただきましたの

で、ちょっとこのことにも触れさせていただきた

いんですけれども、行革計画の際には、それを踏

まえて今回サウンディング調査もされたというの

が先ほど答弁でありました。一方で、その公共施

設の今後のあり方という意味で、直近でこう示さ

れた考え方として、全庁横断的な新たな推進体制

を構築し、公共資産、公共空間のあり方をより最

適なものへ見直していくと、で、合わせて市内の

この地域に何が必要か、何が求められているのか

を見極めて配置していくというようなことを踏ま

えて、この公共施設のあり方を考えていくんだと

いうことが示されておりますけれども、こういっ

た点では今回の方針っていうのは一定踏まえられ

た上でのものとして捉えられるのか、どういう状

況でしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、ウィングス

京都のあり方につきましては、令和 3年度の「行

財政改革計画」でお示しした以降ですね、継続的

に取組を進めておりまして、その中でサウンディ

ング調査を実施しております。サウンディング調

査をしまして、その後も市民アンケートをしてい

るということでございますので、今回の出された

おそらく「新京都戦略」の骨子案の今ご紹介であ

ったかと思うんですけども、ウィングスに関して

はそれまでから検討を進めて、なおかつですね、

今回「新京都戦略」のほうで骨子に示されまし

た、例えば公共資産、公共空間のあり方をより最

適なものに見直すということはですね、今回のウ

ィングス京都のあり方方針を示したものとです

ね、何ら齟齬がないもの、それに合致したものと

いうふうに考えております。 

 

◆江村委員（維新・京都・国民）はい、で、合わ

せてなんですけれども、今耐震改修が実施されて

いる状況で、ただこのウィングス京都さん自身が

築 20年以上となる大規模施設にあたりますの

で、そこの部分も今後考えていかなければいけな

いと思っております。で、この老朽化への改修っ

ていうのは、点検されてる上で、すぐに必要にな

る状況なのか、その辺りはいかがでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、すでにです

ね、今年度、老朽化対策工事は行っておりまし

て、耐震とちょっと申し上げましたけど、地震に

よってですね、天井が、昔の基準で少し脆いって

いうようなところもありますので、天井の耐震化

に向けた改修っていうところは行っております。

で、合わせて、屋上防水とか外壁工事ですね、そ

ういった工事もですね、来年度 2か年にわたって

ですね、進めているということでございます。 

 

◆江村委員（維新・京都・国民）はい、全体とし

ては老朽化への改修費っていうのはどのぐらいの

金額規模になる予定なのか、この辺りはいかがで

しょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、改修にかか

る経費でございます。今後ちょっと数十年にかか

るような改修経費につきましては、ちょっと今手

元には持ち合わせておりませんが、この 2か年に

わたる改修の経費につきましては約 3億円程度の

経費をかけて改修を行うこととしております。 

 

◆江村委員（維新・京都・国民）はい、今の 2か

年っていうのはもう部分的な話なので、この築

20年を超えて今後の一定の規模感の改修になり

ますと、こういった金額規模では全然済まないよ
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うな改修になろうかと思います。で、だからこそ

「行財政改革計画」でも、また、今回の「新京都

戦略」のところでも、その重要な公共施設として

どうあるべきなのかっていうのを、全体像を持っ

て全庁的に判断しなければいけないという枠組に

入っているものですので、ちょっとそういった意

味では、今後よりこう方向性として、本当に今向

かっておられる方向性っというのが良いものなの

かっていうのは、うちの会派としては慎重に検討

させていただきたいなと思っている次第です。 

で、合わせて教えていただきたいんですけれど

も、2ページに掲載をされている各施設の稼働率

のところです。ここで見ておりますと、30%～

50%台に入っている稼働率のところが複数ござ

いまして、ここはもちろん今後より良いあり方に

見直していく必要があろうかと思いますし、加え

て、これは今お金を徴収されているところで掲載

をされておりますが、例えば1階のところであれ

ば、図書情報室っていうのも、ここのフロアとし

てはそれ相当のスペースを取っておりますし、2

階のイベントホールもこのホワイエですね、ホー

ルへの入口の通路部分というのは結構なスペース

取っておりまして、こういったところも見直しの

対象として見るべきだと思いますけれども、この

辺りお考えいかがでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、施設の見直

しの視点といたしましては、やはりどれだけの方

にご利用いただいているか、もちろん稼働率もご

ざいますし、現状におけるその市民ニーズとマッ

チしているのか、そういった視点も必要かと思っ

ております。ご指摘にありましたここの利用料金

を取っていないところの、図書情報室等のお話も

ありましたけども、そちらにつきましてもしっか

りと利用者の状況ですね、どれだけの方にご利用

いただけてるのか、そういった視点もですね、踏

まえながら検討していきたいというふうに思って

おります。 

 

◆江村委員（維新・京都・国民）はい、私も時折

ウィングス京都さんを伺わしていただく中で、1

階のもうメインになるようなスペースのところに

図書情報室がありますけれども、本当に利用され

てる方が非常に少なくて、こんないい場所のこん

ないいえエリアのところで、こういう使い方をし

ていて本当にいいのかっていうのは、もう一市民

としても、そして京都市でさせていただいてる議

員としても、非常に危惧するところです。ですの

で、ここは本当に今後の施設のあり方をせっかく

考えられるタイミングにしっかりとこの利用料徴

収されている以外の部分でも、その貴重なスペー

スをどう活用するのかっていうところは対象に入

れてご検討いただきたいなと思います。以上で終

わります。 

 

◎井上委員長（自民）／先ほど江村委員から要求

のありました「性別ごとの利用状況の資料」につ

いては理事者提出できますか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）提出させていただ

きます。 

 

◎井上委員長（自民）／はい、提出できるという

ことですので、委員会資料として提出を求めるこ

とにご異議ございませんか（異議なしの声）は

い、ご異議がございませんので、委員会資料とし

て提出を求めることに決定いたします。理事者に

おかれましては、なるべく早く提出していただき

ますようによろしくお願いいたします。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◆やまね副委員長（共産）私からもいくつかお聞

きしたいと思っております。先ほどですね、津田

委員（自民）のお話の中で、非常に大事なお話が

あったと思いまして、これまでの機能がどうなっ

ていくのかというお話があってですね、「レイア

ウトの見直しなどで本来の機能が縮小してしまう

のでは意味がない」と、私も本当にその通りだと

思いましたし、それから答弁の中では「決して営
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利目的ではなく、市民の交流拠点として」という

お話もありましたので、ぜひ方向性としてはそう

いう形で頑張っていただきたいと思っておりま

す。 

で、まずちょっと確認したいのはですね、先ほ

ども「行財政改革計画」のお話があったんですけ

ど、その中の位置付けではですね、「民間移管・

存廃や必要な機能に応じた施設のあり方を検討」

ということが明記されたということだったんです

けど、そういう施設とされたわけですけども、大

きな方向としては、施設そのものは今後も存続を

すると、公共施設として、で、例えば府の施設と

統合したりだとか、売却したりするということは

もうありませんと、こういうふうに理解してよか

ったでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、統合等につ

きましては、現時点でで申し上げることにつきま

しては、あのそういったことは検討はしていない

ということでございます。 

 

◆やまね副委員長（共産）はい、それで資料ので

すね、1ページ目の「施設の利用状況」というと

ころでまずお聞きしたいんですけれども、先ほど

もありました「40代以上の利用が全体の約

80.4%」ということで「若年層の利用が少な

い」、そして「立地の良さや中央青少年活動セン

ターが併設されている環境が生かしきれてない」

ということが書かれております。で、そこでです

ね、この数字の元になったアンケートが、今年 8

月～9月に実施されたものというふうにこれ書い

てあるかと思うんですけれども、何人の方が答え

られたのかということちょっと確認したいのと、

で、この 40代以上で合計してる理由ですね。男

女共同参画推進の事業において、何かこの40代

以上と以下で、何かそういう区切りになるような

施策があるんでしょうか。いかがですか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、すいませ

ん、40代以上というところにつきましては、い

わゆる若年女性と言われるのが 30代までという

ところと、それ以上というところで分けさせてい

ただいてるというとこでございます。 

で、調査を行いました人数、アンケートを回答

いただきました人数は 82名ということになって

おります。 

 

◆やまね副委員長（共産）アンケートの数で言う

と 82名ということですよね。で、このウィング

ス京都、年間で利用していただいてる人数ってい

うのはもっともっと大きい、多いはずですよね。

で、このわずか8月～9月のところだけの82名

のお話ですので、果たしてこの「利用者層」と言

った時に、それが本当に全体を反映してるのかど

うかっていうのはちょっと私疑問付がつくところ

であります。 

で、この「40代以上の利用が全体の約

80.4%」という点でもう一つ確認しておきたい

んですけれども、そもそも少子高齢化が進んでる

わけですから、40代以上の利用者数が多くなる

のは当然ではないかと思うんですが、この点いか

がでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、40代以上

が多いのではないかということでございます。ち

なみになんですけども、京都市の統計人口、統計

でその辺り見させていただきますと、総数で言う

と 40代以上がだいたい 60%で、10代～30代

までが32%程度ということになっておりますの

で、やはりその点から見ましても、今回のアンケ

ートの年齢層には少し偏りがあるのかなというふ

うに思っております。 

 

◆やまね副委員長（共産）はい、私もですね、今

のそのデータちょっと見させていただいたんです

ね。京都市の統計ポータルというサイトで年代別

人口のデータが載っておりますので。今年10月

時点のデータ見てみました。 

すると、例えばこの資料では利用者層が「10

代 0%」となっていますが、年代別の人口を見ま
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すとだいたい 8.4%ぐらいの方がおられると。な

のでなかなか 10代の方には使っていただけてな

いというのは確かにそうだと思うんですが、ただ

この年代の皆さんはですね、学校とかクラブ活動

とか塾だとか、色々そういうものもありますし、

ライフスタイルの中で京都市に 1か所しかないウ

ィングス京都までわざわざ来られるだろうかとい

うのは大変疑問ですので、なかなか利用するとい

っても難しいんじゃないかなっていうことは思い

ます。 

それから 20代がですね、これ資料では

「6.1%」と。で、これ年代別人口で見ますと

13.8%ですので、やはり構成比としては実際に

おられるよりも利用してる割合少ないっていうの

は確かにこれもそうだと思うんです。ただです

ね、この年代で言いますと、例えば京都市外から

来られた学生さんなんかはやはりこの施設を知ら

ない方も多いだろうし、仕事を始めた方なんかは

ですね、日中に使えるってことはなかなかないと

思いますので、やはりなかなか難しい、利用する

のは難しい面はあるんじゃないかと思いました。 

で、30代はじゃあどうかと言いますと、ここ

ではですね、資料では「11.1%」と。で、年代別

人口では 10.2%なんですよ。30代については年

代別人口の構成比よりも多い方が利用されてる。

で、40代はここの資料では「17.0%」、年代別

人口では 12.5%ですので、構成比より多い方が

利用されてる。で、50代はですね「17%」です

ね資料では。これ年代別人口データ見ますと

14.7%ですので、それほど変わらない、数%程

度の差です。で、60代が利用者層で見ると

「23.2%」ですが、年代別人口では 11.1%と。

かなり60代の方がですね、構成比では多い、な

っているということです。 

で、それから 70代以上っていう数字を見ます

と、資料で「23.2%」になってるんですけど

も、年代別人口のデータを計算しますとこれぴっ

たり 70代以上で23.2%という数字になりまし

たので、だいたい京都市に住んでおられる方の割

合でちょうど使っておられます。 

ですのでね、私これ「40代以上の利用が全体

の約 80.4%」と、わざわざ太字で下線も引いて

強調されてるんですけれども、少なくとも70代

以上は年代別の人口データとぴったり同じ数字

で、50代もさほど変わらない、で、30代につい

ては人口構成より多くの方が使っている。確かに

先ほどおっしゃっていただいたように40代以上

の方の人口が 60%ちょっと超えるあたりですか

ね、で、その方が 80%っていうことですので、

ちょっとそれより確かに多いんですけれども、さ

ほど私はこれはですね、これ本当に極度な偏りが

あるっていうふうに見てもいいんだろうかという

ことを思っています。で、40代以上ひとまとめ

にしてですね、「若年層の利用が少ない」という

ふうにまとめてしまうのはちょっとね、恣意的な

ものを感じております。 

で、次に稼働率のことについて聞きますけれど

も、直近の令和5年度を見ますと、4階のスポー

ツルームが99%、会議室 2室で 88%、2階のセ

ミナー室 2室 76%、会議室 6室で93%、地下 1

階の会議室3室 89%、音楽室94%、フィットネ

スルームが92%と、この辺り大変高い数字とな

っています。で、一方で、※印で「太地部分は全

室平均を大きく下回っている」ということで、2

階のイベントホール45%、そして和室 2室が

65%、ビデオシアター62%、調理コーナー

40%、1階のギャラリースペース 38%というこ

とに、令和5年度ですね、なっています。で、ち

ょっと確認したいんですけども、この表のこの一

番右の部分ですね、そこが「直近5か年平均の稼

働率」ということで、さらに太い線で囲まれて強

調されてるわけですけれど、京都市としては、稼

働率を見る際に、この 5か年平均というのを一番

重視されているんでしょうか。いかがでしょう

か。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、稼働率の考

え方でございます。やはり、この間、コロナ禍等

もございましたので、年度において大きく稼働率

に差があったということもございます。そういう
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点では、直近 5か年が、京都市として通常使う考

え方かと言われますと、今回は 5か年で取らして

いただいたということでございます。 

 

◆やまね副委員長（共産）5か年平均を何か重視

してるとか、これを最も大事にしてるということ

ではないですね。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、あのちょっ

とコロナ禍の特殊事情はあろうかと思いますけど

も、やはりいろんな予算の算定とかで含めて、い

ろんな視点で考えるにあたっては、複数年で平均

を出すっていうのは、一般的に役所の中では使う

方法かと思っております。 

 

◆やまね副委員長（共産）はい、で、この表全体

を見たらですね、全ての部屋で令和 5年度の稼働

率がこの「直近5か年平均」を上回ってるわけで

すね。おっしゃった通り、コロナ禍のやっぱり影

響がですね、相当あったかと思うんですね。で、

それで利用が落ち込んだんですが、現在ではかな

り回復しているっていうことを、今この表からも

分かると思うんです。で、さらに見るとですね、

直近のこの令和5年度の数字が、コロナ前の令和

元年度を上回ってる部屋もいくつかありまして。

例えば、地下 1階の音楽室 91%が 94%になって

る。フィットネスルームは 88%から92%。2階

の和室2室が 58%から 65%。ビデオシアターは

42%だったのが 62%になってるということなん

ですけども。ところがですね、そのコロナの落ち

込みも含めて 5か年平均というところで見ると稼

働率が低いように見えるわけで、これこういう、

私これも見せ方としてはですね、ちょっとどうな

のかなということを感じております。 

で、次に、資料の 2ページ目の「３、サウンデ

ィング型市場調査の結果」として改めて概要がま

とめられておりますが、我々としては、極めて公

共性・公益性の高いウィングス京都を、営利企業

の儲けのために差し出すようなことはやめるべき

だということを、この委員会で繰り返し議論をし

てきました。で、重要なことはですね、我々だけ

が言ってることではなくて、専門家の先生方も言

っておられるわけです。京都市男女共同参画審議

会の中でも厳しい意見が続出をしておりました。

昨年 3月 30日に開かれた男女共同参画審議会の

議事録を見ますと、次のような発言があります。

「国の男女共同参画センターの強化というのは、

男女共同参画事業そのものをいかに強化していく

かということだと思う。サウンディング型市場調

査は、財産価値として有効性を発揮していこうと

いうもので、趣旨目的からすると違うと考えざる

をえないのではないか」と。これ我々も同感で

す。そして、当時の会長さんはですね、「サウン

ディング型市場調査の対象となってるエリアが男

女共同参画センターの建物の中で広範囲に渡って

おり、心配される部分がある」と。「色々ご心配

の市民の声が私のところにも届いている。ぜひそ

ういう皆さんの声に耳を傾けるような手順を踏ん

で今後ご検討をお願いしたい」と発言をされまし

た。で、さらに最後にですね、わざわざ次のよう

に強調されてまして「SDGsにあるジェンダー平

等の実現は、17の目標の 1/17ではなく、全て

の課題の目標達成に欠くべからざるテーマと明確

に書かれている。京都市の条例に記載されている

ように、今後も国際スタンダードに沿って京都市

の男女共同参画を推進していただきたい」と。こ

ういうご意見を述べられているわけですね。で、

ちょっと改めて聞いておきたいんですが、こうい

う男女共同参画審議会での、こういう専門の先生

方のご意見はどのように受け止めておられるんで

しょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）そういったご意見

があることも当然承知しております。で、今回

色々方向性を示させていただく中でですね、男女

共同参画推進センターの機能強化という視点は当

然持っております。で、その中におきましては、

検討する中でですね、やはり今のこう事業体制が

効率的なものになっているのか、効果的に事業が

行われてるのか、それは施設の稼働率なども含め
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てですね、しっかりと見極める必要があります。

で、そういったことはですね、審議会の委員さん

のみならずですね、やはり色々施設の職員さんで

あるとか、そういったところのご意見も、ご意見

と言いましょうか、その状況をお伺いしながら、

やはり効率かつ効果的な運営というところでの施

設のレイアウトっていうのはやっぱり一定必要で

あろうかというふうに思ってます。その中で活用

できるようなスペースがあるのであれば、そこに

民間事業者の活力を導入して、さらに賑わいを創

出していくということはですね、何ら施設の今後

の運営を考えた上で、問題があるものではないと

いうふうに思っております。 

 

◆やまね副委員長（共産）すいません、今あの

「施設の職員さんのお話」って言うんですかね、

そういうお話あったかと思うんですけど、そうい

う方にもお聞きして活用できるスペース考えてい

くというようなお話だったかなと思うんですが、

今回例えば、先ほど、どなたかの委員の質疑の中

で「図書情報室」の話ありました。で、あるいは

子ども相談室とかもある、いろんな専門的な施設

あるわけですね、スペースが。そのことについ

て、このウィングス京都で働く職員さんに対し

て、「ここはもう民間活用してもいいですか」と

いうお話をされたということなんですか。意見を

聞かれたんですか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）そういった内容で

は聞いておりません。今の事業運営を行う中で何

かと不便とかですね、あのかかってるようなとこ

ろはないのか、そういった視点でお伺いしており

ます。 

 

◆やまね副委員長（共産）はい分かりました。そ

れから昨日12月 24日に男女共同参画審議会、

開かれておりますが、そこでは本日審議する内容

というのは報告をされて、専門家の皆さんからご

意見は伺っているんでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、まず本日、

ご提示させていただきました報告資料につきまし

ては、この後速やかに審議会の委員さんに共有を

させていただいて、それに対する意見もお伺いし

たいというふうに思っております。 

 

◆やまね副委員長（共産）えっと、昨日は報告は

されてないということですね、ですから。そした

ら、今日のこの議論の中身をお渡しする、報告す

るということなんですけど、それはまた審議会で

開いてしっかり議論されるんでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、次の審議会

を待ちますとちょっとまだ日程は今後の調整とい

うことになりますので、まずは今日の資料に基づ

いて情報共有をさせていただいて、ご意見をいた

だくということが基本かなと思っております。 

 

◆やまね副委員長（共産）私やはりですね、審議

会でしっかり議論していただかないとね、だめだ

と思うんですよ。ウィングス京都の今後の方針案

を、男女共同参画審議会の先生方に報告もせず、

意見も聞かずにこの案をですね、作成してるとい

うこと自身が、私、大変問題ではないかと思って

おります。 

それで3ページの資料「4、サウンディング型

市場調査後の検討状況」についてなんですけれど

も、そこでは（１）として「賑わい創出のスペー

スや、これまで利用の少なかった世代のアプロー

チにつながる親子が集える空間などの具体化につ

いて、引き続き事業者と意見を交わしながら検証

を継続」というふうにありますが、そこでちょっ

と確認したいんですけれども、「事業者と意見を

交わしながら」というのは、具体的に何社と意見

を交わしているのか、これが一点。それからもう

一つは、その事業者はサウンディング型市場調査

で提案を出した不動産業者、コンサルタントｈ業

者、サービス業、あるいは建設業など、こういう

民間業者 6社のうちのどなたか、そういう事業者
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なのか、それとも提案をした事業者とは全く別の

事業者なのか、この辺りいかがでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、事業者との

対話につきましては、ちょっと何社ということは

申し上げられません。複数社としております。

で、今回のサウンディング型市場調査の募集要綱

の中にも「調査後も引き続き対話を続ける」とい

う、対話についてはやっていくということで内容

に盛り込んでおりますので、それを含めてしてお

ります。で、中身につきましては、事業者のノウ

ハウ等に関わるものでありますので、その辺りを

差し控えさせていただきたいと思っております。 

 

◆やまね副委員長（共産）複数社あると。しかし

何社かは申し上げられないと。これはなぜです

か。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、やはり 6社

ということで限られておりますので、おおよそど

ことどこっていうところがですね、特定されると

いうところもございますので、そういった意味で

複数社ということでお伝えさせていただいており

ます。 

 

◆やまね副委員長（共産）別に企業名を出せとか

言ってるわけじゃないんですけれども、何社か数

とか、業種ぐらいのことは言えないんでしょう

か。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、やはりあの

業種によって持ち合わせてるいろんなノウハウ等

もございますので、その辺りは差し控えさせてい

ただきたいと思っております。 

 

◆やまね副委員長（共産）はい、それで（２）の

とこについても聞きます。「施設の稼働状況、施

設の老朽化への対応や、ウィングス京都の効率的

かつ効果的な事業運営につながるレイアウトのあ

り方についても検討継続」とあるんですけど、こ

れはちょっと主語が書いてないんですけど、これ

誰が検討してるのかですね。京都市なのか、事業

者なのか、それとも市と事業者が一緒に検討して

るのか。いかがでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、民間事業者

からもご意見をいただきつつ、京都市の内部で検

討は進めているというとこでございます。 

 

◆やまね副委員長（共産）えっと「民間事業者か

らご意見をいただきつつ京都市の内部で」ってい

うことなので、それは「京都市が検討してる」と

いうことで確認してよろしいですか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、元々サウン

ディング調査の中では、1階のスペース、あと 2

階の一部ということでお示ししておりますので、

そこを最大値として検討は内部でも行っていると

いうことでございます。 

 

◆やまね副委員長（共産）それでですね、この施

設の稼働状況、レイアウトを検討するという時

に、どういう方向で検討してるのかですね。先ほ

ど施設の稼働率のお話をさせていただきましたけ

ど、4階のスポーツルームや会議室、地下1階の

会議室、音楽室、フィットネスルーム、もうフル

回転に近い稼働率となっております。ですので、

もっと使いたいけど予約がなかなか取れないと

か、そういう方もおられるんじゃないかと思いま

す。で、そういうこと考えた場合に、1階や 2階

部分にそういうスペースを充実させるということ

も考えられるんじゃないかと思いますし、そうい

うことも含めて検討されてるのか。それともです

ね、とにかく稼働率が全室平均下回ってる部分に

民間施設呼び込みたいというような、そういう検

討されてるのか。このレイアウトの検討って言っ

た時にどういう方向性でもって検討されてるんで

しょうか。 
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（→工藤・共生社会推進室長）はい、今回の検討

の方向性としましては、レイアウトのみならず、

事業という中身も非常に重要視しております。そ

ういう点ではちょっと何度か申し上げております

けども、ウィングス京都のですね、より効率的効

果的な運営につながるものがどういったことか、

そういった視点であるとか、現在の貸館機能と昨

今の市民ニーズに関する視点、その辺にアンマッ

チが生じていないかというところでございます。

で、その他ですね、多様な方々が交流して、施設

全体の賑わいの創出に向けてどういったものがあ

るか、そういった視点もございます。で、合わせ

て男女共同参画等に資する機能の充実に関するも

の、こういったものをですね、総合して検討を進

めているところでございます。 

 

◆やまね副委員長（共産）はい、ま、ちょっと

ね、ですから市民の皆さんから見て、何を検討し

てるのかよく分からないですよね。先ほど事業者

はどういう議論してるんだと聞いたらそれ明らか

にできない。大変不透明なね、私は状況だと思っ

ています。 

資料 3ページ「５、利用者ニーズの状況」のと

ころですけれども、これ今年8月 6日～9月 30

日、55日間にウィングス京都、利用された方を

対象にアンケート取ったっていうことなんです

が。これアンケートの回答件数、何件かですね、

これも件数書かれてないわけですね。全然。で、

この結果は公表はされているんでしょうか。それ

から資料には主な回答内容しか書かれてないわけ

ですけれども、アンケート項目とその結果の全て

を資料提出いただきたいと思いますが。本来なら

ですよ、私は本来なら、委員会審議の資料とし

て、これ出していただかないとダメじゃないかな

と思うんですが。この点、資料をいただきたいと

思いますがいかがでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、先ほど江村

議員からの要求資料とも類似するかと思いますの

で、そちらと合わせて、はい提出させていただき

ます。 

 

◆やまね副委員長（共産）えっとすいません、件

数は何件か。で、現時点で公表は、結果公表はさ

れてるのかどうか。いかがでしょう。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、こちらの件

数は 82名ということですね。それで公表のほ

う、あ、ちょっと待ってください、えっと、公表

のほうはしておりません。 

 

◆やまね副委員長（共産）はい分かりました。そ

れからあと同じページの「６、京都市男女共同参

画市民意識調査」。これは今年10月 18日～11

月 6日の 20日間です。で、これもですね、回答

件数も書かれておらずパーセンテージだけなんで

すけど。これ何名から回答が寄せられてるんでし

ょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）こちらの市民意識

調査につきましては963名が対象となっており

ます。 

 

◆やまね副委員長（共産）委員会資料に載ってる

このアンケート項目を見ますと、「これまでウィ

ングス京都利用したことがあるか」、そして「ウ

ィングス京都を利用しない理由は何ですか」と 2

つですけれども、ところがですね、これは私、京

都市のホームページで、この意識調査の調査票を

確認しましたら、「ウィングス京都を利用された

際どのように利用されましたか」という項目もあ

るんですね。で、「相談事業」「図書情報室」「男

女共同参画に関するイベント参加」「それ以外の

イベント参加」「貸会議室の利用」「その他」とい

うことを、項目聞いてるわけですよ。で、これは

ね、ウィングス京都が果たしている役割つかむ上

で大変重要な質問されてると思うんですけど、な

ぜ今回の委員会資料から省いておられるんでしょ

うか。 
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（→工藤・共生社会推進室長）あの、今回の報告

の中での文脈につきましては、どれだけの方がで

すね、ウィングス京都の認知されているか、親し

みを持って利用されているかっていうところで、

中心に書かしていただいて、ま、特段の意図はな

く、そういう視点で書かしていただいたというこ

とでございます。 

 

◆やまね副委員長（共産）特段の意図がないんだ

ったらなぜ省いたのかっていうことになります

よ。その 3つしか聞いてないんですから。ウィン

グス京都については。で、どれだけの方が知って

るか、ここに示されてるのを見たらですね、もう

誰も知らなくて誰も使ってないような回答じゃな

いですか。この結果だけ見たら。私はですね、本

当にこの委員会審議における資料も非常に恣意的

で、わざわざこういうところを省いてね、資料を

作っておられる、数字の見せ方についても非常に

ね、私は偏ってるんではないかなというふうに思

っています。議会に対しても市民の皆さんに対し

ても非常に失礼な話ではないかと申し上げておき

たいと思います。 

で、私、もう少しだけお聞きしますが、不思議

に思ってるのは、今回の委員会資料にはですね、

困難を抱える女性の支援に取り組まれている団

体、あるいは女性団体の皆さんの意見とか要望な

どがですね、あるいは専門家の先生方の意見が、

何も示されてないわけですね。今回のこの案をま

とめるにあたって、そういうNPOや女性団体の

皆さんからの意見聴取というのはされていないん

でしょうか。いかがでしょう。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、「ウィング

スの方針をこう考えます」というような形での聴

取はしておりませんけども、当然、お付き合いの

民間団体、そこの事業をされる中での課題である

とか、連携方策、そういったことは常々聞いてお

るところでございます。 

 

◆やまね副委員長（共産）私はやはりそういう使

っておられる方の団体さんから、ウィングス京都

がもっともっと魅力的になるためにはどういう機

能が体制が施設が必要ですかということは、きち

っと聞き取りもヒアリングもされて、で、この委

員会に示してですね、そして議論をやっぱりさせ

ていただかないといけないのではないかというふ

うに改めて思います。 

で、結局ですね、男女共同参画審議会にも声を

聞いていない、女性団体にも声を聞いていない、

私、市民アンケートについても大変不十分だと思

っておりますが、そういう中で今回の結局議論の

中でですね、女性支援やDV支援、あるいは男女

共同参画推進のために何を強化するのかという話

がですね、一切ないんですよ。で、結局聞いてる

のは不動産とかコンサルとか建設業者のサウンデ

ィング調査やってこういう案が出てますと、そう

いう声ばかりですよね。私はこれ一体何をやって

おられるのかなと率直に思ってるんですね。 

で、「7、今後の検討状況」、4ページですけど

も、そこではですね、（１）のところで「男女共

同参画社会をより一層推進していくためには」と

いうことで、その結論で「前例に捉われない、民

間事業者の自由な発想やノウハウ等を積極的に取

り入れる」と。さらに（２）では「賑わいを創出

するとともに」とあるんですけど、賑わいを創出

することが男女共同参画社会の推進にどうつなが

るんでしょうか。いかがですか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）あのまず大前提と

して、報告にもあります通り、利用年齢層が偏り

がある、というか、高年齢層が利用されたのが問

題というわけではなくて、若年層の利用がないっ

ていうところがやはり課題であるというふうに認

識しております。そのような中でですね、若者、

先ほど議員からも 10代の方なかなか利用しない

よねというようなこともありましたけども、やは

りそういった方々を利用していただくためには、

施設が分かりやすく、認知しやすく、入りやすい

ものにしていく必要があると思っております。
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で、そのような中でですね、なぜ若年層にそうい

った来ていただく、行きたいと思っているかで申

し上げますと、やはり男女共同参画であるとかそ

ういった知識はですね、やはり若い世代のうちか

ら認識していただいて、そのことによって社会に

出られた時に大きな影響を及ぼすというふうに考

えておりますので、そういった、ちょっと気の長

い視点にはなりますけども、そういうところも含

めて、賑わいは、そういった若い世代の取り込み

というところにつながる一つの手段ではないかと

いうふうに思っております。 

 

◆やまね副委員長（共産）あの、ウィングス京都

っていうのはすでに複合施設ですよね。音楽室も

あるしスポーツルームやフィットネスルームもあ

って、中央青少年活動センターもあって、若者サ

ポートステーションもある。だけど若者の利用が

少ないんだったら、私、民間の施設持ってこよう

が何しようがあまり変わらないんじゃないかなと

思ってるんですね。 

で、賑わいを創出することがなぜ男女共同参画

の推進につながるのかってのは、やっぱりね、私

さっぱり分からないんですよ。で、例えばです

よ、女性支援だとかDV支援だとかで言うと、非

常にデリケートでね、プライベートに配慮しなけ

ればいけないケースがたくさんあると思うんで

す。で、そうした方々がやっぱり求めておられる

のは、静かで落ち着いた場所であったり、あるい

はプライバシーが絶対守られる、そういう安心感

だと思うんですけれども、例えばこれまで利用し

てない人を呼び込んでいくとかですね、賑わいを

作ることで、ちょっとうるさくなってしまってで

すね、相談がしにくくなったと、相談できる場所

が減ってしまったとなってしまっては、なったら

ですよ、私は本末転倒な事態になりかねないんじ

ゃないかということを危惧します。 

で、私は、女性支援法が施行された元で求めら

れるのは賑わいを作ることなんだろうかと。そう

ではなくてですね、やっぱりウィングス京都が持

つ専門性・公益性・公共性、これをいかに高めて

いくか、そのための体制強化をいかに行っていく

かと、やっぱりそこが考えられるべきではないか

と思っております。例えば、女性相談支援員も市

全体でたった 2人しかおらず、それも兼任と聞い

ております。で、他の自治体に行きますと各福祉

事務所や区役所ごとにですね、複数名そういう

方々が配置されてるところもありますし、男女共

同参画センターに配置してる自治体も当然ある

と。で、京都市でもですね、私はそうした体制強

化進めていただきたいと思ってるんですが、この

ウィングス京都の今後の方針を考える時に、そう

いう相談は今されているんでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、もちろんウ

ィングスにおきましても、お困り事を抱えた女性

の相談には応じております。男性もそうでござい

ます。で、合わせましてですね、ウィングス京都

の機能としましては、もちろん相談機能がありま

すけども、なかなか具体的な個別支援っていうと

ころの機能等を特化したものではございませんと

いう意味では、今般7月に立ち上げました「ミン

ト」ですね、そういったところではしっかり個別

支援を行って、寄り添い支援を行うというもと

で、しっかり役割分担をする、さらに民間の支援

団体とも連携してそれぞれの持つ強みの中で女性

支援を行っていくということで考えておりますの

で、ウィングスにおいて全てをやり切るという想

定ではございませんし、いろんな相談の層がござ

います。先ほどなかなかうるさいとこであってい

うようなことももしもあろうかと思いますけど

も、もう少し軽い段階で気軽に相談されたいとい

うような方もいらっしゃいますので、その辺りは

どこに平均値を置くかということはありますけど

も、しっかり関係機関との役割分担のもとでしっ

かりと支援を行えるようにしていきたいと思って

おります。 

 

◆やまね副委員長（共産）ごめんなさいちょっと

聞き逃してたら申し訳ないんですけども、ウィン

グス京都の今後の方針を考えるにあたって、女性
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相談支援員の体制を強化するということは考えて

おられるのか、そういうことも含めて議論をされ

ているのか、ちょっともう一度お答えいただけま

すか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）必ずしも現状の体

制の中で相談ができていないということは思って

おりませんので、今後さらに法改正、さらに相談

の深刻度、いろんなニーズが出てくるということ

があればそれに応じて体制などは考えていく必要

があるかと思っております。 

 

◆やまね副委員長（共産）私はこれはもうぜひと

も考えていただきたいと強く要望しておきたいと

思います。 

で、最後にもう一つだけ。ウィングス京都の指

定管理団体・公益財団法人京都市共同参画推進協

会さんがですね、こういうカラーの冊子を作って

おられて、これ「ジェンダーハンドブック」とい

うことで出しておられて、私はこれ読ませていた

だいて本当に分かりやすい、読みやすいものを出

しておられるなと思って、これは令和6年1

月、今年の1月に改訂されたバージョンの表紙に

なるんですけども、「必ず知ってほしい とても

大切なこと 性的同意」ということで、今社会的

にも、大変、大問題になっていることでですね、

重要なテーマだと思います。で、しかもこれ、関

西の大学生有志の方と協会さんが共同で作成した

ということで、こういう素晴らしい取組を行って

るんだなと改めて勉強になったんですが、この冊

子はですね、今何冊ほど発行されているのかって

いうのは分かれば教えていただきたいのと。 

で、私は、本当に若い人たちをこのウィングス

京都もっと利用して欲しい、それは私たちも同じ

気持ちです。で、じゃあどうやったら使ってもら

えるのかって言った時に、例えばですね、こうい

う冊子をですね、全ての中高生、大学生に届け

て、「何か困ったことがあればウィングス京都に

相談してください」というようなね、そういう取

組をやってですね、10代 20代の若者の利用を

増やすと、こういうことも今後考えていくべきじ

ゃないかなと思ったんですけど、その点はいかが

でしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）すいませんちょっ

とお恥ずかしながら何冊発行っていうの、ちょっ

と今手元に持ち合わせておりせんので申し訳あり

ません。 

もちろんこの冊子に限らず、学生さん向けの講

座というとこもウィングスでやっておりますの

で、冊子はお届けするのはもとよりではございま

すけども、しっかりその研修とかの活動の中でで

すね、そういう学生さんにも知っていただくとい

う取組はしていきたいと思っております。あ、す

いません、冊子につきましては 1万 7000部を年

2回、3万 4000部っていうことになります。は

い。 

 

◆やまね副委員長（共産）なるほど、大変頑張っ

ていただいてると思います。で、ただやはり大学

生だけで 15万人近い学生さんがおられるわけ

で、中高生も入れればその数には全く届いていな

いと思いますのでね、こういう本当に素晴らしい

取組をぜひ若者に京都市の側からどんどんアプロ

ーチしていくような取組に力入れていただきたい

と思いますし、ウィングス京都を魅力あるものに

していくためには、ぜひともその専門性の強化を

図っていくことこそ京都市の責任であるというこ

とを、改めて求めて終わります。以上です。 

 

◎井上委員長（自民）／ただ今やまね副委員長の

ほうから要求のありました「利用者ニーズのアン

ケート結果とその内容の資料」については理事者

提出できるということですので、委員会資料とし

て提出を求めることにご異議ございませんか（異

議なしの声）はい、ご異議がございませんので委

員会資料として提出を求めることに決定いたしま

す。理事者におかれましてはなるべく早く提出し

ていただきますようによろしくお願いいたしま

す。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◆湯浅委員（公明）私のほうからもよろしくお願

いしたいと思います。今ですね、3人の方が質疑

をされてました。で、それも伺いながらなんです

けども、まずですね、この施設の利用状況という

ことで、コロナの時も入ってますのでね、まあこ

ういう数字で持ち直してきてるということなんで

すが、この（２）のですね、今もありましたが、

「40代以上の利用が全体の 80%」と。で、これ

は利用者アンケートということで6年の 8月～9

月で実施された分だということですよね。で、こ

こにはですね、この男女共同参画センターとそれ

から青少年センターがありますよね。で、この利

用者層っていうところですけども、これは中央青

少年活動センターの利用者にも取ったという理解

でいいんでしょうか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、こちらにつ

きましては、男女共同参画センターの窓口のほう

で取っておりますので、青少年活動センターの利

用は含まれないということになります。 

 

◆湯浅委員（公明）ということはですね、次の利

用状況なんですけどね、スポーツルーム 97%と

かね、なってるんですけど、これ4階って青少年

センターですよね。違いますか。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、こちらのル

ームのほうの管理につきましては、男女センター

と青少年活動センター、両方の管轄ということに

なっております。 

 

◆湯浅委員（公明）ということは、これね、いや

分かりませんよ、別に疑うわけではないんですけ

ど、10代 20代が全然いなくて、スポーツルー

ムはほぼ 100%毎回使われてるということは、ち

ょっとね、このアンケートだけが独り歩きして

「青少年が少ない」というのはちょっといかがな

もんかなというふうに思うんですよ。だからもう

少しね、そこのところは結論急ぐ必要はないんじ

ゃないのかなと。で、「青少年センターの環境も

生かしきれてない」というふうに断言されてます

が、そうなのかなというふうには、率直、素直に

疑問に思ってます。もうちょっとどうかなってい

うことがありますね。 

それからあとイベントホール、これ 37%、直

近 5か年平均、これもコロナ禍含んでますから、

当然こういったこともあるだろうと。あの当時は

イベントできませんのでね。ところが今の予約状

況を見ると8月まで満杯なんですよ。予約ができ

るまで。で、我々もふれあい文化センターとか文

化会館とかね、右京区で取れませんわ、なかな

か、イベントホール。だからこれもちょっとどう

なのかなというようなことがね、あのホント取り

たくても取れないんですよイベントホール。だか

らこういう数字が出てくるっていうことだけで

は、少し、もう少し深掘りしてもいいんじゃない

かなというふうには思いますね。 

それからあと、この男女共同参画センターは、

男女共同参画推進協会が指定管理ですよね。で、

青少年活動センターのほうはユースサービス協会

さん。で、今のお話ずっと伺ってると、この指定

管理者さんたちは何をしてるんかと。皆さんが議

論されてる中で、本来この方たちもその指定管理

者になる時にはいろんな事業のこととかも、当

然、指定する時に審査してますよね。だからこの

絡みはどうなってるのかなと。で、京都市とこの

男女共同参画推進協会との絡み、それからユース

サービス協会との絡み、また、この男女共同参画

推進協会とユースサービス協会の絡み、協力・連

携体制、この辺はどうなってるのかなということ

も、ずっと議論聞いててちょっと思いましてです

ね、何かいっぱい言いましたけど。 

まずこの出されてる、基本、男女共同参画セン

ターとしての基本は守ると、いうことはもうこう

書かれてますので、「ウィングス京都の優れた機

能を維持しつつ」と。「男女共同参画社会をより

一層していくため」と。これはもう維持をする

と、いうことで明確にされていただいております
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ので。ところがこの後の部分ですね、若い世代の

本当にどこが使っているのかどうかっていうよう

なことについては、このアンケートだけではちょ

っと心もとないんではないかなというふうに思う

んですが、この辺のところはもう一度どう考えて

らっしゃるのか伺えればと思います。 

 

（→工藤・共生社会推進室長）はい、湯浅議員、

大変ご指摘いただきましてありがとうございま

す。確かに稼働率ということで数字は出しており

ますけども、ご指摘にありましたように、4階の

スポーツルームは両施設で担当してるというよう

なことで、ご指摘の内容につきましてしっかり数

字は数字として分析をしっかりすべきではないか

ということのご指摘だと思いますので、その辺り

はもう少し詳細見ていかなければいけないという

ふうに思っております。 

で、本当にまさにおっしゃる通りかなと。ここ

は運営としては指定管理者として、各センターの

ほうに指定管理として運営をしていただいてます

ので、そこの法人としてまずこの施設をどうして

いくのかっていうのは当然考えるべきものだとは

思っております。ただ、その中でですね、施設を

所管します京都市として、まず大枠ここの全体を

どういう形で運営してもらいたいかというその大

枠をまず示した上で提案をいただくということに

なりますので、そこを全て民間さんと言います

か、指定管理者の方に主体的に考えてくださいっ

ていうことにはならずに、一定ご意見も運営状況

もお伺いしながら、しっかり京都市として責任を

持って考えていく必要があるのかなと思っており

ます。その点につきましてはユースサービス協会

も同じであると思っております。 

で、合わせて、両団体の連携につきましては、

定例の会議等でですね、交流はしていたりとかで

すね、研修の中で一部関係はされているというふ

うにお伺いしておりますけども、積極的に常々交

流を行って、若者支援であったり男女共同参画、

そういったのが双方向で何かされているかという

と、その辺りはまだ充実できていないというとこ

ろということで認識しております。 

 

◆湯浅委員（公明）確かにその指定管理者に全部

任せるんじゃなくて、やっぱり現実そこで事業さ

れておられますので、やっぱそういったことはし

っかり参考にもしていただきたいし、意見も聞い

てもらいたいなということで、分かりました。も

ちろんそれ京都市が方針を示した上で指定管理す

るわけですから、それで結構かというふうには思

います。 

ただやはりこの、また話戻すようですが、今後

の方針ということなんですが、やっぱちょっと

ね、はっきりまだまだ見えてこないっていうか、

もちろんこれからもんでいくってことだと思うん

ですが、まさにこの「男女共同参画社会のより一

層の推進」「相談事業」「イベント」「貸館」、どこ

にこう何て言うのかな、特色を持たせようとして

るのかというようなところが、どうもバクッとし

てて、今のこの2枚の資料ではですね、なかなか

私も判断が、どういうのが一番いいのかなってい

うのがつきにくい。やっぱりこの男性女性の共同

参画ということが一番大きい、それから公的な施

設であると、この線は崩れないというふうには思

ってるわけですけど、ちょっとその辺のところを

ね、今後 2月で予算出してくるってことなんで、

やっぱそこでも審議しないかんわけですけど、た

だ単にサウンディング調査の予算ですというよう

なことではちょっと済まへんやろうなというふう

に思いますから、やっぱりこういう方向性ってい

うものを、もう少し明確にしていただいたほう

が、予算に向けてもいいんじゃないかなというふ

うに、これもう申し上げとくだけで特段お答えを

いただくことではないと思うんですが、ちょっと

今気になった点をいくつか伺いましたので、また

参考というか、検討の材料にしていただければ大

変ありがたいかなと思います。以上終わっときま

す。 


